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インターネット電話への転送について
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第５回ＷＧにおいて、『インターネット電話へ電話番号を付与するのと実質的に同じであると見なせる転送は、過去の整理や
ユーザ保護の観点から認められないのではないか』と、意見を述べさせて頂いているところですが、これは、以下の様に、公衆
インターネットへの転送部分も、電気通信事業者のサービスと見なせる場合です。

仮に公衆インターネットへの転送部分も含めエンド～エンドで電気通信事業者のサービスと見なせる場合は、過去の整理や
ユーザ保護の観点から認められないのではないでしょうか。

逆に公衆インターネットへの転送がユーザが自ら行うものである場合は、現状は規制を課していないと考えます。

利用者による転送（右図（１））

利用者が自らの設備を利用し公衆インターネットへ転送することもイ
ンターネット電話へ０５０番号を付与していることと実質同じとなるが、現
状では規制は課していないと考えます。

利用者がホスティングで転送（右図（２）で転送主体が利用者の場合）

よって、０５０ＩＰ電話事業者が、設備を設置する場所を利用者に提供す
るだけであるならば、利用者が自ら転送していると解釈することも出来な
くはないと思われます。

事業者が転送（右図（２）で転送主体が０５０ＩＰ電話事業者の場合）

しかしながら、公衆インターネットへの転送部分を事業者がＩＰ電話着信
サービスと一体的に提供する場合には、エンド～エンドで０５０ＩＰ電話事
業者が電話サービスを提供していると見なせるのではないでしょうか。こ
の場合は、前回第５回ＷＧで述べさせて頂きましたように、過去の整理
やユーザ保護の観点から認められないのではないでしょうか。

利用者の状況に応じた転送（右図（３））

なお、利用者の状況に応じて、通常の利用者宅へ着信したり、公衆イ
ンターネットへ転送したりする場合も、公衆インターネットへ転送する頻度
に差があるだけで、本質的には上述の考え方と変らないものと考えます。
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（３）利用者の状況に応じた転送
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